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わが国で確認されたキヨヒメクラゲ
(有触手綱,カブトクラゲ日,キヨヒメクラゲ科)
の飼育と観察および最大個体について
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Abstract. Kiyohimea aurita Komai and Tokioka, 1940 (Ctenophora, Tentaculata, Lobata, Kiyo-

himeidae) was collected at the sea surface in Sasebo, Nagasaki Prefecture, Japan in the winter of

2009-2010. They were reared in aquarium and growth and behavior was observed. The morphol-

ogy of the largest specimen of Kiyohimea aurita, that was collected at the sea surface in Sasebo,

Nagasaki Prefecture, Japan in 2010, is described, and compared it with that of the specimens coレ

Iected at the sea surface in Sasebo, Nagasaki Prefecture, Japan, in 2008 and the type specimens col-

lected at the sea surface at Shirahama, Wakayama Prefecture, Japan, in the winter of 1939-1940.
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(要約)

複数のキヨヒメクラゲ K iyohim ea aurita K om aiand Tokioka,1940 (有触手綱 ,カブトクラゲ目,キヨヒメク

ラゲ科 ) を長崎県佐世保市沿岸から2009 年 12 月から20 10 年 1 月にかけて採取し, 水族館で飼育を試み,

成長と行動を観察した. 発見された世界最大個体の形態を記載 し, 過去に報告された個体との形態差を示

した .

lamas の冬季に和歌山県の田辺湾で採取された数個

体で原記載がなされて以来,長期にわたり確認

キヨヒメクラゲKiyohimeaauritaKomaiand　報告がなされなかった.その後, 2004年2月初

Tokioka, 1940は, 1939年から1940年にかけて　旬に64年ぶりに同じ和歌山県田辺湾において

*連絡先(Corresponding author): kurage @ pearlsea.jp
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わが国で確認されたキヨヒメクラゲの飼育と観察および最大個体について

キヨヒメクラゲが発見されたものの,捕獲に失

敗し記録ができなかった(久保田,2006).しか

し, 2008年1月に長崎県佐世保市俵ケ浦町俵

ケ浦で7個体が採取され,そのうちの状態の良

好な3個体が, 68年ぶり世界2例日のキヨヒメ

クラゲの記録として報告された(久保田ほか,

2008).

今回, 2008年の報告と同じ場所で, 2009年12

月から2010年1月にかけて,キヨヒメクラゲが

再び出現し,短期間ではあるが水族館において

飼育し,成長と行動に関して得られた新知見を

報告する.また,現在まで記録された個体の中

で最大個体となる大型のキヨヒメクラゲが採取

されたので,その形態を記載するとともに,過

去に報告されたキヨヒメクラゲとの形態の比

較を行なった.

材料と方法

飼育観察は2回実施した.キヨヒメクラゲの

適正飼料を知る目的で,餌には貯化したばか

りのアルテミア幼生(ユタ州ソルトレイク産)

および栄養強化飼料(スーパーカブセルパウダ

ー:クロレラ工業株式会社製)で栄養強化した

アルテミアを,朝と夕方の,1日2回,1回の給

餌数が約1,300-12,000個体となるように与え

た.照明時間は8時～20時までの約12時間と

した.滝過層の櫨材は珪砂を使用した.飼育朔

間中のpHは8.0前後になるように注水量を調

整した.飼育における成長および体の変化を確

認する目的で,約2週間おきに体の各部の測定

を行なった.

飼育観察11

2009年12月21日に複数個体のキヨヒメクラ

ゲの出現を確認し,状態の良好な14個体を柄杓

で海水ごと採取した.採取時の海水温は15.0-C

で,キヨヒメクラゲ以外にウリクラゲやカブト

クラゲおよびツノクラゲなどの有櫛動物およ

び少数のヒドロクラゲ類が発生していた.採取

したクラゲは直ちに水族館に持ち帰り,体の各

図1.キヨヒメクラゲに確認された触手根

Fig. 1. The tentacle bulb ofKiyohimea aurita

図2.キヨヒメクラゲの胃に取り込まれたアルテミア
幼生(スケールはIcm)

Fig. 2. Kiyohimea aurita fed with Anemia nauplii. Scale

bar= 1 cm.

部分の測定を行なった. 14個体のうち状態の

良好な5個体をクラゲ飼育専用水槽(高さ600

×幅700 ×奥行き300(mm)水量約　3.4g)で飼

育を行なった.水温は採取時の海水温にあわせ

14-15-Cの設定とした.水槽内の循環量は1日

46回転で,新鮮海水を1時間あたり121の常時

注水を行なった.
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飼育観察12

2010年1月8日に観察-1と同地点で再び複数

個体のキヨヒメクラゲが出現し,状態の良好な

14個体を柄杓で海水ごと採取した.採取時の

海水温は12.0-Cで,キヨヒメクラゲ以外に出現

していたクラゲは,観察-1の状況とほぼ同じで

あった.採取したクラゲは直ちに水族館に持ち

帰り,体の各部分の測定を行なった.その14個

体を計測した結果,現在までに報告されている

最大個体よりさらに大型の個体の存在が確認

された(図3).最大個体を含む14個体すべてを

クラゲ飼育専用水槽(高さ1000 ×幅1200 ×奥

行き400(mm)水量約3601)で飼育を行なった.

水温は採取時の海水温にあわせ12-C設定とし

た.水槽内の循環量は1日12回転で新鮮海水

を1時間あたり15/の常時注水を行なった.体

各部の測定は,最大個体の1個体のみ約2週間

おきに実施した.

結果と考察

飼育観察-1,2のキヨヒメクラゲの体測デー

タをそれぞれ表1,2に示した.

(1)摂食

飼育観察-1および2共に飼育開始当初は餌を

与えると袖状突起を頻繁に動かし,餌を口の周

辺に囲い込むような動作がみられた.餌を与え

てから数分後には,袖状突起の内側(口側)お

よび外側,口の周辺などに捕獲された複数のア

ルテミアが確認された.捕獲されたアルテミア

のうち,袖状突起の内側のアルテミアは耳状突

起の基部を経て口の方向-ゆっくり移動させ

られ,口の中に運ばれた.しかし,袖状突起の

外側およびその他の部分に捕獲された少数の

アルテミアは摂食されずに脱落するのも確認

された.今回,観察したキヨヒメクラゲは触手

根を有していたが(図1),摂食時に目視のレベ

ルでは一次触手は確認できなかった.その後,

数分以内に胃中に明らかに餌が確認できた(図

2).朝の給餌時に胃に取り込まれた餌は,約7時

間後の夕方の給餌時にも確認された.その時点

で,アルテミア幼生の一部は原形をとどめてお

らず,液状の状態が観察されたことから,キヨ

ヒメクラゲは自然界において,小型プランクト

ンを摂餌している可能性が示唆された.翌朝に

は胃にほとんど餌が確認されないことから,夕

方から翌朝までの間に吸収されたか,もしくは

吐き出された可能性が高い.

飼育日数が経過するとともに,袖状突起が開

き気味となり,運動回数も減少した.それに伴

い摂餌量も減少傾向となった.

2回の飼育観察共に,アルテミア幼生の単独

給餌を行なった結果,飼育日数の経過とともに

体の各部の退縮傾向が確認されたことから,栄

養強化したアルテミア幼生でもキヨヒメクラ

ゲにとって何らかの栄養が不足しているか,も

しくは充分量の餌が摂餌出来ていない可能性

が示唆された.また,キヨヒメクラゲは自然界

において小型プランクトン以外に他の生物も

捕食している可能性も示唆された.

なお補足的に飼育観察-2の飼育期間中に与

えた状態の良好なカブトクラゲ(袖状突起を含

む全長が2'-3cm程度)は,複数のキヨヒメク

ラゲが袖状突起で囲い込む行動が確認された

ものの,摂餌までには至らなかった.しかし,

今回の観察水槽とは別水槽(水量約1051,循環

量1日78回転,注水量1時間あたり12g,飼育

水温12-C)で飼育していた複数のキヨヒメクラ

ゲが,体が崩れ始めるほど弱った1個体のツノ

クラゲ(袖状突起を含む全長が5cm程度)を摂

食する行動が観察された.摂食してから,約8

時間後には,まだ胃の中に摂食されたツノクラ

ゲが確認されたが,翌朝には消失していた.キ

ヨヒメクラゲが摂食したツノクラゲを消化,吸

収したのかどうかは不明であるが,元気なツノ

クラゲはキヨヒメクラゲに摂食されなかった

ことから,自然界では,キヨヒメクラゲはツノ

クラゲをはじめ,他の衰弱した有櫛動物を摂食

している可能性を示唆している.
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(2)成長

観察-1で,最小個体であるN0.4が採取時の

計測では三角状突起が確認できなかったが, 14

日目の計測時には明らかに確認できる程度に

発達した(表1).最大幅も,この個体では,わず

かの増大が確認された.しかし,観察-1,2で

は,他個体に関しては,餌を摂餌しているのに

も関わらず,体の各部は,発達がみられない

か,逆に退縮した.全飼育個体において飼育初

期から徐々に三角状突起の変形や反り返り,袖

状突起の変形などが確認された.それは小型の

個体ほど顕著であった(表1,2).

観察-1で14日目の計測時にほほ正常の状態

であったのは, 5個体の中で大型のN0.1とN0.5

の2個体のみであった.その後,次の計測日の

28日目までに, N0.5を除く全ての個体に,急

速に体各部の変形が進行した.この変形は特

に小型の個体で激しく, 28日目までにNo.2,3,

4の個体は袖状突起および櫛板の欠落などが生

じたので,観察を終了した.大型個体のN0. 1

は,21日目に袖状突起の変形が確認され,その

後は,少しずつではあるが,変形が進行し, 42日

表1.長崎県佐世保市産キヨヒメクラゲの水族館での飼育経過における経時的形
態変化(飼育観察-1)

Table 1. Temporal morphological change of Kiyohimea aurita from Sasebo, Nagasaki in

Japan in aquarium. (Observation -1 )

飼育日数　　　　　　個体番号　oE]目　14日　　　28日目　42B目
状態*

最大幅(cm)

三角状突起からUまでの長さ(cm)

三角状突起の長さ(mm)

沿咽頭面櫛板数

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

〇

〇

〇

〇

〇
9.0

5サ:

4.9

vl>

')S

7.2

4.0

3.6

1.9

7.9

8.1

2.9

3.0

0.0

ll.0

53,61

34, 35

31,33

25, 25

50, 54

○　　　　△　　　　×

△　　　　　　×

△　　　　　　×

△

0

8.0

5.6

4.9

4.4

9.8

6.8

3.5

3.7

VI

7.8

7.5

2.6

3.6

4.3

ll.5

53,61

34, 35

31,33

27, 27

50, 54

×

○
(1.し)

9.6

6.0

7.(1

5.4

0.0

50, 54

＼

6.0

7.3

5.6

n.1>

5,1

9.2

*:○:ほぼ正常; △:軽度の変形; ×:強度の変形; -:死亡.

表2.長崎県佐世保市産キヨヒメクラゲの最大個体の水族館における飼育下での形態の経時的変化
(飼育観察-2)

Table 2. Temporal morphological change of the largest specimen of Kiyohimea aurita collected from Sasebo,

Nagasaki in Japan in aquarium. (Observation-2)

三角状突起から　　　三角状突起から　　　沿触手面　沿咽頭面　耳状突起の
飼育日数　最大幅(cm)口までの長さ(cm)平衡器までの長さ(mm)櫛板数　櫛板数　長さ(mm)

39, 39　　　54, 80　　　　35.0

39, 39　　　54, 80　　　　33.0

39, 39　　　54, 80　　　　32.0

39, 39　　　54, !　　　　31.0

39. 39　　　　54. 80　　　　30.0

17.9

12.5

2.4

2.5

2.5
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8.8

8.4

8.4

8.0

6.9

i).i)

10.3

10.3

10.1

10.3

0

14

28

42

56
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巨‖二は完全に袖状突起が欠落したため,観察を

終了した.また観察個体中で最大個体のN0. 5

は,他個体と比較して変形が少なかったが,鍋

育開始から34日目に袖状突起に変形が確認さ

れて以来,急速に変形が進行し, 42日目には袖

状突起の変形,収縮および沿咽頭面の外縁の変

形,櫛板の欠落が確認されたため観察を終了し

た.

観察-2の最大個体も飼育日数の経過ととも

に袖状突起の退縮が徐々に進行し,外側に開き

気味となり,動きが無くなる状態が観察され

た.最大幅は顕著な変化がなかったため, 42日

目頃には,全体的にずんくりとした体形となっ

た.しかし, 54日目には袖状突起の先端が崩れ

始めたため, 56日目に観察を終了とした(表2).

キヨヒメクラゲは他の有櫛動物と同様に体が

脆弱であり,今回の観察中に発生した体各部の

変形は水槽壁面に体が擦れたためと考えられ,

水槽の形状はキヨヒメクラゲの長期飼育にお

ける今後の検討課題となった.

なお,今回の2回の飼育観察中に仝個体にお

いて卵や精子の確認および放出,発光現象な

どは確認できなかった.

(3)最大個体の形態

今回の最大個体の採取時の計測結果を過去

に報告された本種の計測結果とともに表3に示

す.黄大幅は原記載では末計測であるが, 2008

年採取の最大値が8cmであり(久保田ほか,

2008),その個体と比較して今回の最大個体は

1.9cmも大きかった.三角状突起から口まで

の長さは原記載では8cmまでと報告されてい

るが(Komai and Tokioka, 1940),最大個体は8.8

cmで,原記載の個体を上回った.沿触手面棉

枚数は原記載では30-40と報告されているが

(Komai and Tokioka, 1940),最大個体は39であっ

た.沿咽頭面櫛板数は原記載では40-50と報

告されているが(Komai andTokioka, 1940),義

大個体は54,80であった.なお最大個体は咽頭

面からみて,片側に幅28.7mm,高さ11.7mmの

半円状の突起があり(図4),左右で沿咽頭面栴

図3.キヨヒメクラゲの最大個体(スケールは1cm)

Fig. 3. The largest specimen ofKiyohimea aurita. Scale

bar= I cm.

図4.最大個体にみられた半円状の突起(スケールは
Icm)

Fig. 4. Semicircular projection with the largest of Kiyo-

himea aurita. Scale bar = 1 cm.

板数に大きな差異が生じた.三角状突起から

平衡器までの長さは原記載では未計測である

が, 2008年採取の個体で最大値が12.9 mmであ

る(久保田ほか,2008)のに対し,今回の最大個

体は17.9mmであった.耳状突起の長さは原記

載では末計測であるが, 2008年の個体の最大

値が18mmである(久保田ほか,2008)のに対

し,最大個体は35mmとかなり大型であった.

この個体の約2ケ月間の飼育では形態的変化は

みられなかった.なお,最大個体に寄生虫など
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表3.長崎県佐世保市産と和歌山県白浜町産(原記載標本)の採取時のキヨヒメクラゲの形態比較.
Table 3. Morphological comparison among specimens of Kiyohimea aurita just collected from inshore waters

at Sasebo, Nagasaki Prefecture and the type specimens from Shirahama, Wakayama Prefecture, Japan.

三角状突起から　三角状突起から
最大幅(cm)　口までの長さ　平衡器までの長さ

(c m)　　　　　( mm)

沿触手面沿咽頭面耳状突起の
寄生動物の数

櫛板数　柄板数　長さ(mm)クラゲノミ類　吸虫類

長崎県佐世保市産
5.5 】)　　　　　　4

4.5

811　　　　　　5

9.92)一　　　　　8.8

和歌山県白浜町産(原記載)
udto8

9.1　　17,17　30,30　　17　　　　少数　　　多数
12.9　　　　24,26　35,40　　18　　　　少数　　　　0
12.1　　　27, 32　　46　　　18　　　　多数　　　　0
17.9　　　　　39,39　54,80　　　　35

3 0-40　　40-5 0

-:記載なし(Komai and Tokioka, 1940)
1):久保田ほか,2008(表1の沿咽頭面の長さ(mm)は沿咽頭面櫛板数の誤り)
2):本研究(表2参照)
': Komai and Tokioka, 1940

は観察されなかった.

キヨヒメクラゲ科に属するクラゲは1属2種

とされ,反口端に一対の三角状突起を有する

特徴がある.キヨヒメクラゲ属にはキヨヒメ

クラゲとウサギクラゲK. usagi Matumoto and

Robinson, 1978 (Lindsay, 2006;藤倉ほか, 2008)
が報告されている.触手根を有する大型種のウ

サギクラゲは深海産とされているものの,この

2種の生態および生息場所などの過去の詳細な

報告は皆無に近い.キヨヒメクラゲを含め,坐

態などのさらなる詳細な報告が待たれる.

日本特産種であるキヨヒメクラゲは, 2008年

に長崎県佐世保市の俵ケ浦で記載から68年ぶ

りに確認されて以来,その翌年も,冬季から春

季にかけて同場所周辺で複数個体の出現が確

認されている.この場所における過去の調査デ

ータがないため,以前からこの場所でキヨヒメ

クラゲが出現していたのか,何らかの影響で近

年になって出現を始めたのかは不明である.覗

荏,世界でみても九十九島周辺城だけでキヨヒ

メクラゲは確認されているが,この理由は,冬

季から春季の,この場所における海流や海底構

造などの地理的要素の詳細な分析も含め,長

期的なデータの収集と検討が必要である.

キヨヒメクラゲは他の場所における確認報告

がほとんどないことから,探海産の可能性も示

唆されるが,深海調査で確認されている他の有

櫛動物も同場所周辺で同時期に少数ではある

が,確認されていることから,この付近で冬季

から春季にかけて深海からの上昇流が生じて

いる可能性も示唆された.

なお,今回,観察したキヨヒメクラゲは触手

根を有していたことから(図1),我が国の深海

産の大型種であるウサギクラゲとの様々なサイ

ズでの形態比較の精査が,今後,必要である.
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